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羽 村 市
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笛
演
奏
で
伝
え
る
交
通
安
全

思
い
や
り
と
ル
ー
ル
を
守
る
心
を
育
む

福
生
交
通
少
年
団

　

福
生
交
通
少
年
団
は
、福
生
警
察
署
管
内
の
３
市
１
町（
羽
村
市
・
福
生
市
・

あ
き
る
野
市
・
瑞
穂
町
）の
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
団
員
と
し

て
鼓
笛
隊
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
鼓
笛
演
奏
パ
レ
ー
ド

を
通
し
た
交
通
安
全
広
報
活
動
や
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
な
ど
、
地
域
貢
献

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
総
務

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和 5 年６月撮影）
福生交通少年団の皆さん

（コミュニティセンターでの鼓笛の練習風景。
 「茶色の小瓶」を演奏しています。）

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。
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動
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

清
家　
友
代
さ
ん（
音
楽
指
導
）

　

交
通
少
年
団
は
、

太
鼓
、
ベ
ル
、キ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
を
使
っ

た
鼓
笛
隊
で
、
私
は

主
に
鼓
笛
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
鼓

笛
の
練
習
は
月
に
３
、４
回
日
曜
日
の

午
前
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
器
を
全

く
や
っ
た
こ
と
の
な
い
子
で
も
、
き
ち

ん
と
上
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

福
生
交
通
少
年
団
の
設
立
の
経
緯
は
？

田
中　
俊
造
さ
ん（
団
長
）

　

交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
た
京
葉

道
路
近
く
の
小
松

川
小
学
校（
江
戸
川

区
）が
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に「
交
通
少
年
団
」を
結
成
し

ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
に
呼
応
し
、
福

生
交
通
少
年
団
が
昭
和
51
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
大
人
が「
車
に
気
を
つ
け
よ

う
」と
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
子
ど
も

に
は
伝
わ
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
活

楽
器
の
練
習
の
ほ
か
に
、
行
進
の
練
習

も
行
っ
て
い
ま
す
。

田
中　
羽
村
市
の
市
民
体
育
祭
、
福
生

市
の
七
夕
ま
つ
り
、
瑞
穂
町
や
あ
き
る

野
市
の
産
業
祭
な
ど
で
鼓
笛
隊
パ
レ
ー

ド
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
ヒ
ノ
ト

ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
４
年
に
１
回

の
交
通
少
年
団
全
体
で
の
鼓
笛
演
奏
発

表
会
に
も
、
中
学
生
の
応
援
も
得
な
が

ら
出
場
し
て
い
ま
す
。

北
岡　
和
弘
さ
ん（
羽
村
分
団
長
）

　

年
に
１
回
、研
修

旅
行
と
し
て
、バ
ス

で
の
遠
足
も
行
っ

て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ

禍
で
こ
こ
数
年
は
開
催
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
復
活
し
た
い
で
す
ね
。

構
成
メ
ン
バ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い

北
岡　
羽
村
、
福
生
、
あ
き
る
野
、
瑞

穂
を
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
大
人

の
役
員
が
21
人
、
子
ど
も
の
団
員
は
37

人
で
す
。
役
員
は
楽
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
運
搬
、
練
習
場
所
の
確
保
な
ど

様
々
な
仕
事
を
協
力
し
な
が
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。
団
員
は
４
月
か
ら
11
人
が

入
団
し
、活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
は

�

ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

清
家　
様
々
な
学
年
・
学
校
の
子
ど
も

が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
お
互
い

に
仲
良
く
な
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
演
奏
の
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
入

れ
る
な
ど
工
夫
し
て
指
導
し
つ
つ
、
締

め
る
所
は
し
っ
か
り
締
め
る
な
ど
メ
リ

ハ
リ
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

田
中　
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
で
鼓
笛
演

奏
を
す
る
際
は
、
子
ど
も
た
ち
も
交
通

安
全
の
講
習
に
参
加
し
、
交
通
ル
ー
ル
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◀�行進の練習も
行います

▶�演奏だけでなく、
交通安全週間の
イベントにも参
加しています

◀�左から臼井さん、羽村さん、川村さん、
　菅原さん、安藤さん、細渕さん

福生交通少年団
会 員　‌�役員21人、団員37人
入会要件　‌�小学校１年生から 

小学校６年生まで
会 費　‌�無料
演 奏 曲　‌�茶色の小瓶、聖者の行進など
連 絡 先　‌�福生交通少年団羽村分団

090-1836-3523（北岡）

インタビューを終えて

　交通安全を子どもにしっかり意識づけるとい
う目的を、子ども自身の音楽活動を通じて達成
しようという取組みは、たいへんユニークなも
のだと感心しました。活動する子ども達にとっ
ても、その目的をきちんとつかんでいるからこ
そ、楽しさや達成感が確かなものになっている
のだろうと思いました。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

を
一
緒
に
学
ん
で
い
ま
す
。

団
員
の
皆
さ
ん
に
も
お
聞
き
し
ま
す

活
動
し
て
い
て
、楽
し
い
こ
と
は
？

細
渕
さ
ん（
小
６
）　
初
め
て
参
加
し
た

時
に
結
構
う
ま
く
演
奏
で
き
て
、
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。

安
藤
さ
ん（
小
６
）　
み
ん
な
で
演
奏
し

て
曲
が
で
き
た
時
が
楽
し
い
で
す
。

菅
原
さ
ん（
小
６
）　
音
楽
の
授
業
が
好

き
な
の
で
、
学
校
以
外
で
も
演
奏
で
き

る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

河
村
さ
ん（
小
５
）　
お
姉
ち
ゃ
ん
が
参

加
し
て
い
て
、
私
も
入
り
ま
し
た
。

羽
村
さ
ん（
小
４
）　
人
数
が
足
り
な
い

か
ら
手
伝
っ
て
、
と
言
わ
れ
参
加
し
ま

し
た
。

臼
井
さ
ん（
小
４
）　
役
員
の
T
さ
ん
に

無
理
や
り
入
ら
さ
せ
ら
れ
ま
し
た（
笑
）。

で
も
楽
器
演
奏
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

つ
な
が
り
で
入
っ
て
く
る

�
子
ど
も
が
多
い
の
で
す
ね

田
中　
い
わ
ゆ
る
マ
マ
友
つ
な
が
り
が

多
い
で
す
ね
。
い
つ
で
も
見
学
Ｏ
Ｋ
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

入
団
し
て
か
ら
交
通
安
全
に
つ
い
て

�

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

河
村　
交
通
少
年
団
に
入
っ
て
、
交
通

安
全
に
も
っ
と
気
を
つ
け
よ
う
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

菅
原　
入
団
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
は
と

て
も
大
事
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

安
藤　
自
分
た
ち
が
演
奏
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
誰
か
を
助
け
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
学
年
や
学
校
の
子
た
ち
と

�

活
動
す
る
こ
と
は
緊
張
し
ま
す
か
？

菅
原　
友
達
関
係
を
築
く
こ
と
が
苦
手

で
し
た
が
、
入
団
し
て
、
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

羽
村　
高
学
年
の
お
姉
さ
ん
が
楽
器
を

教
え
て
く
れ
て
、
緊
張
が
な
く
な
っ
て
、

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

細
渕　
全
て
の
楽
器
を
演
奏
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

臼
井　
頑
張
っ
て
交
通
少
年
団
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
中　
コ
ロ
ナ
も
収
ま
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
演

奏
活
動
や
遠
足
な
ど
を
再
開
し
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
な

ど
、活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

市
長
提
出
議
案

■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
連
携
を
拡
大

羽
村
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）を
利
用
し
た
情
報
連
携
に
お
い

て
、
情
報
連
携
す
る
範
囲
を
、
国
民
健

康
保
険
だ
け
で
な
く
、
健
康
保
険
法
を

は
じ
め
他
の
法
令
に
基
づ
く
医
療
保
険

に
広
げ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

こ
の
時
期
に
議
案
を
提
出
し
た
理

由
は
。令

和
６
年
秋
か
ら
、
保
険
証
機
能

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
体
化
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
情
報
連
携
ま
で

の
手
続
き
に
約
８
か
月
を
要
す
る
た
め
。

討
論

反
対　
制
度
の
信
頼
が
揺
ら
ぐ
中
で

保
険
証
と
の
一
元
化
に
向
け
た
改
正
を
急

ぐ
必
要
は
な
い
。（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

賛
成　
制
度
の
利
点
を
活
用
し
、
市

民
の
利
便
性
向
上
、
事
務
効
率
化
に
つ

な
が
る
本
条
例
に
賛
成
。�

（
新
政
会
）

反
対　
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
、
制
度
を

不
安
視
す
る
声
も
あ
る
。
問
題
点
が
解

決
す
る
ま
で
慎
重
で
あ
る
べ
き
。�（
世
論
）

賛
成　
国
の
決
定
に
伴
い
、
制
度
を

整
え
る
こ
と
は
必
要
。
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
望
み
、
賛
成
。（
令
和
か
が
や
き
）

■�

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
９
人
の
方

を
委
員
に
任
命
す
る
た
め
に
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
農
業
委
員
会
委
員
】　

 

・
宮
本
健
司
さ
ん  

・
下
田　
壯
さ
ん

 

・
宮
川　
篤
さ
ん  

・
井
上
淳
孝
さ
ん

 

・
阿
部
慎
也
さ
ん  

・
田
村　
実
さ
ん

 

・
石
田
博
重
さ
ん  

・
新
井
敏
行
さ
ん

 

・
石
田
正
弘
さ
ん

【
任
期
】　
令
和
５
年
７
月
20
日
～
令
和

８
年
７
月
19
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
同
意

■�

第
２
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
２
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
そ
の
他
の
議

案
11
件
、
あ
わ
せ
て
14
件
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

■�

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■�

審
査
し
た
陳
情
４
件
は
、
３
件
が
不
採
択
、
１
件
が
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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■�
森
林
環
境
税
の
導
入
、
大
規
模
修

繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
へ

の
減
税
措
置
を
創
設

羽
村
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日
、
令
和
５
年
７

月
１
日
、
令
和
６
年
１
月
１
日
及
び
令

和
７
年
１
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

令
和
６
年
度
か
ら
国
税
の
森
林
環

境
税
が
導
入
さ
れ
、
個
人
住
民
税
と
併

せ
て
１
０
０
０
円
徴
収
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
市
民
の
負
担
が
増
え
る
の
か
。

現
在
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
は
、

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
防
災
施
策
の

財
源
確
保
の
た
め
の
特
例
措
置
と
し
て
、

同
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
令
和
５
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
額

に
変
更
は
な
い
。

大
規
模
修
繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
へ
の
減
税
措
置
の
要
件
と
な
る
、

管
理
計
画
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
周
知
を
ど
う
行
う
か
。

税
額
の
減
額
措
置
が
あ
る
こ
と
も

含
め
、
認
定
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

■�

ア
ス
ベ
ス
ト
除
却
処
理
な
ど
に
伴

い
工
事
内
容
を
変
更

旧
自
然
休
暇
村
解
体
工
事
の
変
更

契
約
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】　
旧
自
然
休
暇
村
解
体
工

事
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
却
処

理
及
び
残
置
さ
れ
た
タ
イ
ル
の
処
分
の

た
め
、
工
事
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
、
契
約
金
額
を
３
億
５
７
５
０
万

円
か
ら
３
億
６
１
４
１
万
７
１
０
０
円

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

今
回
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
却
処
理
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

解
体
工
事
請
負
業
者
か
ら
３
か
所

の
ア
ス
ベ
ス
ト
追
加
調
査
依
頼
が
あ
り
、

調
査
の
結
果
、
１
か
所
に
ア
ス
ベ
ス
ト

が
確
認
さ
れ
た
た
め
。

残
置
さ
れ
た
タ
イ
ル
は
、
建
設
当

時
の
検
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

残
置
場
所
が
、
体
育
館
床
下
で
あ

り
、
確
認
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

解
体
工
事
の
完
了
時
期
に
影
響
は

あ
る
の
か
。

今
回
の
工
事
で
当
初
予
定
よ
り
遅

れ
る
も
の
の
、
契
約
ど
お
り
令
和
６
年

３
月
に
は
完
了
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

特
別
支
援
学
校
・
学
級
等
へ
の
教

員
等
の
適
切
な
配
置
を
求
め
る
意

見
書（
一
部
抜
粋
）

　

医
療
的
ケ
ア
を
含
め
た
特
別
支
援

教
育
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
増
加
や
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
的
確
に

対
応
し
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、

特
別
支
援
学
校
・
学
級
等
へ
の
教
員
等

の
適
切
な
配
置
に
向
け
て
、
以
下
に
つ

い
て
財
政
措
置
を
含
め
た
特
段
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
。

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
看
護

師
等
の
専
門
家
の
適
切
な
配
置
／
特

別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の

強
化
／
特
別
支
援
教
育
デ
ジ
タ
ル
支

援
員（
仮
称
）の
配
置
／
特
別
支
援
学

校
教
諭
免
許
状
の
取
得
支
援

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学

大
臣
・
財
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書（
一
部
抜
粋
）

　

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
行
わ
れ
て

き
た
給
食
を
通
じ
た
食
育
の
意
義
は

大
き
く
、
教
科
学
習
と
と
も
に
学
校

教
育
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
給
食
費
は
学
校
関
連
費
の
家

庭
負
担
の
中
で
も
最
も
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
は
、
義

務
教
育
段
階
に
お
い
て
は
無
償
化
し
、

家
計
負
担
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
国
の
責
任

で
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学

大
臣
・
財
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※�
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

（
６
月
16
日
・
６
月
30
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■各会派の賛否■	 　議案／	 〇…賛成　　×…反対　
	 　陳情／	 〇…採択　　×…不採択　　

■会 派 名■	 　新…新政会　　公…公明党　　令…令和かがやき（立憲・無所属）　　共…日本共産党
	 　ネ…市民ネットワーク　　都…羽村市議会都民ファーストの会　　世…世論　　双…双葉会

凡　
例

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双

（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）
区画整理事業の説明及び情報公開に関す
る陳情書 環境まち

づくり
委員会

× × × 〇 〇 × 〇 × 不採択

区画整理事業の検証に関する陳情書 × × × 〇 〇 × 〇 × 不採択
区画整理事業の方針に関する陳情書 × × × 〇 〇 × 〇 × 不採択
羽村三中学区での中学校部活動の縮小傾
向を止め、学区の見直しを求める陳情書

文教厚生
委員会※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

※審査の際に陳情者を参考人として出席を求め、意見聴取などを行いました。

■市長提出議案の議決結果
＜第２回定例会（６月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例　→P5

原案可決

令和５年度羽村市一般会計補正予算（第3号）
→�福生警察署五ノ神駐在所貸付地の都への売却に伴う財産収入、自転車ヘルメットの購入費用補助、日本語の

習得に困難のある児童・生徒への支援のための経費を計上するなど、歳入歳出それぞれ9,513万円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ241億9,587万７千円とする。

旧自然休暇村解体工事の変更契約について　→P5

損害賠償額の決定及び和解について　
→�羽東1丁目地内の市道第204号線において、劣化した道路側溝蓋の突起部により自動車のタイヤを破損させた

事故に対する損害賠償額を決定し、和解する。

農業委員会委員の任命について（９件）　→P4 原案同意

■議員提出議案の審議結果
件名 議決結果

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書　→P5
原案可決

学校給食費の無償化を求める意見書　→P5

＜第２回定例会（６月）で賛否の分かれた議案＞

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双
（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）

羽村市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
→ P4

〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 原案可決
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市議会からお知らせ

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
議会活動を行う上での基礎となります。

　政務活動費とは、地方自治法並びに羽村市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員が
調査研究その他の活動を行うために必要な経費の一部として、会派に交付される公費のことです。
　令和４年度は、会派の所属議員数に年額18万円（月額15,000円×12か月分）を掛けた金額が交付さ
れました。なお、各会派は政務活動費の収支報告書を翌年の４月30日までに作成し、残額がある場
合は、市へ返還することとなっており、令和４年度の各会派の政務活動費の状況は下記のとおりです。
　会派別の収支報告書は市公式サイトに掲載しています。

（単位：円）

会派 人数 交付額（A） 預金利子
（B） 対象経費総額 うち政務活動費

充当額（C）
残額（返還額）
D（A+B-C）

新緑会 4 720,000 3 540,670 540,670 179,333 

公明党 4 720,000 3 677,841 677,841 42,162 

令和かがやき 3 540,000 4 40 40 539,964 

日本共産党 2 360,000 2 293,685 293,685 66,317 

新政会 2 360,000 1 184,055 184,055 175,946 

市民ネットワーク 1 180,000 0 20,078 20,078 159,922 

世論 1 180,000 0 144,603 144,603 35,397 

自由民主党創生 1 180,000 0 0 0 180,000 

計 18 3,240,000 13 1,860,972 1,860,972 1,379,041 

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

　裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

　和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

　　冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

令和かがやき
（立憲・無所属）

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

世　論

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん

令和４年度　各会派の政務活動費の収支を報告します


